




序文

弥生時代、今から2200年以上も前の守山の人々は、掘立柱の建物をたくさん作り、大き

くて丸い形をしたムラを営んでいました。周りには大きな濠が掘られ、外敵の侵入や水害

からムラを守っていたそうです。

ここでの生活は水道も水洗トイレもない、電気や蛍光灯もない、寒くて、暗くて、ひも

じい生活だったのかもしれません。しかし、ゆったりとした時間はあった。そして、豊か

な自然に恵まれて、大地を耕し、魚を捕まえ、ものづくりの楽しさを存分に味わっていた

ことが遺跡の調査成果からうかがえます。

時は流れ、2200年の時間が経ち、現代の社会はすっかり変わってしまいました。人々は

高層住宅やマンションに住まい､それぞれの家には冷蔵庫､クーラー､全自動洗濯機､テレビ、

パソコンなどがあって､あらゆる物が手に入る時代へとなってきました｡モノが豊かになり、

技術は発達し、人々の生活は本当に便利になったように思えます。

しかし、本物の豊かさとは何かと歴史の中で問い直してみると、弥生時代には現代にも

引けをとらない文化があったのではないかと思います。

下之郷の弥生集落跡は、貴重な文化や過去の記憶をまるごと包蔵している重要な遺跡で

す。今回は平成15年度に調査をした成果を報告するものですが、今後も調査を進めるとと

もに整備活用を推進し、これからのまちづくりや教育活動、未来政策にも生かしていくこ

とが大事だと切に感じております。本書を読んで頂き、ご批判、ご教示を賜れば幸甚です。

最後になりましたが、発掘調査の円滑な実施に、ご理解とご協力をいただきました地元

下之郷町の方々、ならびに関係機関に対して厚くお礼を申し上げます。

平成二十二年三月

守山市教育委員会

教育長上路博
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図1守山市と下之郷遺跡位置図

（周辺の弥生時代集落遺跡）



I位置と環境

1．下之郷遺跡の位置と概要

守山市は滋賀県の東南部に位置し、琵琶湖の南東岸に面した平野部を占める。市域は一級河川野洲川

が形成した沖積地で、山丘が無く、琵琶湖が海抜85m前後、市域の東端で約106mの標高であることか

ら、ほとんど平坦地であると言える。市域は東西約6.3km、南北約10.9km、面積はおよそ44k㎡を測る。

東から西に傾斜する扇状地性の地形をなし、人口は東の市街地に集中する傾向がある。近畿の経済圏に

あり、京阪神からの通勤時間が約1時間という距離から昭和60年代頃からベッドタウン化が進み、住

宅を中心とした開発が著しく、平成16年には人口が7万人を越えることとなった。守山市内には縄文

時代から近世までの遺跡が広く分布し、現在148か所が確認されている。縄文時代早期には琵琶湖湖底

遺跡である赤野井湖底遺跡が確認される他、中期から後期の集落跡（経田遺跡、下長遺跡など）が12

か所、晩期の遺跡（服部遺跡、岡遺跡など）が9か所で確認されてきている。縄文人の足跡を認める琵

琶湖周辺の平野部の中では最も遺跡数の多いところと言える。一方、弥生時代には、弥生前期から後鄭

までの遺跡が25か所で確認されている。弥生前期の遺跡では、突帯文土器が弥生土器と共伴する遺跡

として、服部遺跡、小津浜遺跡などが平野の中でも比較的低位な場所（三角州帯）に誕生する。弥生前

期中段階の土器を出土する遺跡には服部遺跡、新段階には赤野井遺跡、赤野井浜遺跡などが湖辺部に、

そしてやや内陸の自然堤防帯には中島遺跡が展開している。それから中期になると寺中遺跡、下之郷遺

跡、播磨田東遺跡、ニノ畦・横枕遺跡、山田町遺跡などが湖岸から離れて内陸部扇状地末端部に偏在し

て展開をはじめる。これら中期の集落は畿内第Ⅱ．Ⅲ様式期に最盛期をもつ寺中遺跡をのぞき、全て喋

濠を備えているのが特徴と言える。中期の集落のもう一つの特徴は、同じ場所に長期間継続して集落を

営むことはせずに、短期間に移動するという現象がうかがえる。それは（Ⅱ．Ⅲ様式）寺中遺跡→（Ⅳ

様式前・中葉）下之郷遺跡→（Ⅳ様式中・後葉）播磨田東遺跡／（Ⅳ様式後葉）ニノ畦・横枕遺跡

／（Ⅳ様式後葉）山田町遺跡という集落の動きが確認できる。合わせて興味深いのは、下之郷遺瑚

では竪穴住居が一棟も確認されておらず、高床建物や壁立式建物で構成されていることである。その緩

続集落である播磨田東遺跡やニノ畦・横枕遺跡では、ほとんどが竪穴住居で構成されている点であるく

一般に民族事例をひも解いてみても同じ部族の集団が先祖から引き継いだ居住形態を放棄することは珍

しく、その断絶の背景については何らかの歴史的解釈を用意していかねばならない。集落と墓域の関併

では、下之郷遺跡の場合、一所に造墓するのではなく、確認されているだけでも周辺7か所（酒寺遺跡‘

八ノ坪遺跡・吉身西遺跡2か所・金森束遺跡・石田遺跡・今市遺跡など）に分散して認められる。そ⑦

あり方は一辺約6～10m程度の方形周溝墓が2列配置で列状に連結して営まれており、全容が把握さ

れている墓群はないが少なくとも十数基、多ければl墓群50基を越える可能性が高い（図3)oそして

弥生時代後期になると中期の集落から離れた場所に小集落として、酒寺遺跡、吉身西遺跡、金森東遺聞

などが形成される他、大型建物を多数配置する拠点集落、伊勢遺跡が扇状地上に成立する。以上述べて

きたように弥生遺跡の立地は、前期の湖岸周辺から後期の内陸部へ進出するという傾向を認めること力

できる他、前期の比較的早い時期から水田稲作を導入し、河川を利用した水田開発が行われていったこ

とが知られる。しかし、野洲川下流域平野全域に定住集落が展開するようになるのは古墳時代に入って

からのことで、特に扇状地の水田開発となると古墳時代中期以降に降る可能性が高いと考えられる。

－1－



2調査履歴と経過

下之郷遺跡は野洲川下流域平野の中央部にあり、地形分類上の扇状地末端部分に位置している。これ

までに60次以上の調査が進められ集落の様子が除々に明らかになってきている。これまでの調査の起

点にあたる第1次調査は、1980年の公共下水道工事に伴う立会調査で、溝状遺構と柱穴から弥生時代中

期後葉の土器と磨製石雛が検出されたことにはじまる。その後は、各種開発に伴う発掘調査が行なわれ

ることとなる。1983年には都市計画道路建設にかかる発堀調査で、遺跡の南西側で幅約5～7m、深さ

約1.5mの大溝が10m間隔で3条並行した状態が検出され、その大溝3条を挟んで北東側においては大

小の土坑や柱穴が密集した状態で検出された。また第4次調査では、前年に検出された大溝の延長に想

定される場所で新たに大溝が確認され、環濠集落として確実視されることになった。1987年の工場増築

に伴う発掘調査（第9次調査）では3条の環濠とさらに外側に3条の大溝が検出され、その環濠の一部

に柵（杭列）のあることがわかった。さらに1989年の第14次調査でも3条の環濠が検出され、大量の

土器や石器とともに木製の父の柄が発見された。

転機となったのは、1994年に行なわれた現下之郷町里中道における下水道工事の立会調査である。こ

の調査は、地下約2mに下水管を埋設する際に遺構を確認していくものであったが、これまで把握され

ていなかった環濠集落の北側環濠の位置を確認することができた。その結果3条環濠がめぐらされた範

囲は南北径で260mとおさえられることとなった。1996年に行なった第23次調査では、3条の環濠が

検出され、その最も内側の環濠から埋立てて造られた集落の出入口が発見された。出入口は、柵や門で

堅固に護られていて周辺から銅剣や磨製石剣、弓、石鍍などが多数出土し、弥生時代の戦いの痕跡を如

実に語る場所として評価された。ここまでの調査で環濠集落の範囲がおよそ推定されるようになったが、

北東側の環濠周回位置については判然としていなかった。それは、1993年に実施した隣接する酒寺遺跡

の発掘調査で下之郷遺跡に近い位置で、幅4m前後の溝が複数並行する状態で検出されていたが、下之

郷遺跡で検出されていた本来的な3条の環濠のあり方（幅3～4m,探さ1.5m前後）ではなかったため、

やはり下之郷遺跡の環濠であることの判断は保留せざるを得なかったからである。その後、1998年の第

25次調査で本来的な3条の環濠の外側にさらに3条の大溝が見つかったことで、遺跡の東側には3条の

外側にさらに複数の環濠が掘削されていることが確実となった。また酒寺遺跡の調査で検出されていた

大溝が25次調査の溝に繋がることが判明し、結果的に遺跡の東側には8～9条の環濠が掘られている

ことがわかった。この成果から9次調査の外側の3条の溝も環濠と理解することが可能となった。

環濠内部の調査は、これまで小面積を点的に行なってきたが、第27次調査では中央部を面的に広げ

ることとなった。検出された遺構には井戸や土坑、壁立式建物、区画溝が密集する状態で検出されたが、

なかでも集落中央部で見つかった南北に延びる区画溝は集落の中枢施設を取り囲む方形区画の一種と考

えられ、その後の確認調査の重要課題となっている。重要遺跡範囲確認調査は、この25,27次の調査

と史跡化への取組みを契機にして周辺の遺構分布と環濠集落域の把握を目的に平成10年度から実施し

ていくこととなった。29次、31次調査と平成11年度に実施した34次、35次、37次、39次の確認調査

は下之郷遺跡の東側環濠の位置を把握することに目的がおかれ、3条環濠の周回する推定ラインがおさ

えられた。国の史跡指定は、これら確認調査成果をもとに下之郷町土地権利者への説明会を繰り返し、

平成13年度より指定同意取得に入り、同年8月に指定申請、翌年3月に国指定遺跡として官報告示が

おこなわれた。
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HK

HK

IIK

HK
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Ill

H1
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Ill

Ill

m:

IIK

ill:

m:

1112

in:

HK

種調

立受

立釜

本軌

本掘・確認

本棚

本揃

本猟

本揃

本棚

本払

本棚

確認調査

試掘・発撚

試掘・発撒

本耕

本棚

本獅

本輔

立会・本棚

本棚

本輔

立金

本ﾘ＃

立会

本棚

本棚

本棚

本棚

本棚

本棚

本棚

立会

本棚

平面； 塾

平面； 塾

平面『 碧

平面； 譜

平面調査

平面調査

平面調査

平面調査

平面調査

平面調査

平面調査

平面調査

平面調査

平面調査

本掘・平面

平面調査

平面 譜

平面 譜

表1下之郷遺跡調査年譜

調査原区 調査地番 調査(開発)面積 概略および備考

下水道 北黒冨 3箇所中2箇所が下之郷遺跡範囲〆

下水道 曽々弁 － 調査時は吉身西遺圃

都市計画道路 南黒圧 約2160m 3条の環濠、調査時は吉身西遺勘

個人住隼 平川端707‐ (500㎡ 3条の環着

個人住第 井上631~4 (455㎡

個人住柔 シノ194-10 約270(330)n 溝・土坑・流路、下之郷遺跡範囲外

個人住第 井上 (250nt 土坑．ピッ

個人住隼 下鎌田646‐ (370㎡ 下之郷遺跡範囲外

個人住室 下鎌田646-3 (400㎡ 下之郷遺跡範囲タ

個人の車庫 北黒匡 約19(80㎡)n 柱穴、溝2芽

上黒田701 約1,600㎡ 3条の環濠、溝、土坑、鳥形木製1%

個人住宝 シノ198-4 539m

個人住宅拡張 金影610-（ 160(381)rn 環濠

店舗 皆ロ (230㎡

個人用物置 橘本6K (150iri 溝

個人住第 シノ192-4 (797㎡ 下之郷遺跡;範囲ﾀ1

事務所・控室 上黒霞 約I4()()IT 3条の環濠、溝、土坑、父の卿

催用倉庫建築 298nl 土坑、溝、掘立柱建物

店舗用駐車場 井上635-（ (165㎡ 溝、土坑、柱ﾌミ

共同住隼 金影611-11 職

事務所建築 見田210-J 約lOOir 溝、土坑、柱〆

公 下水道 桶刻 1,450Ⅱ 環濠、土坑、柱〆

f建築 約130(363)iri 土坑、柱〆

公 下水道 幸徳庵325Ⅲ 2,040Ⅸ 北側の環濠3鼻

個人住宅 シ／ 約900江 下之郷遺跡範囲ﾀ’

共同住宅 約230ir 下之郷遺跡範囲ﾀ’

共同住宅 皆〃 1300rr 調査時は吉身西遺跡72沙

宅地造成 橋刻 約1.200m 3条の環濠と建物群、銅魚

農用倉庫 見B 110㎡ 溝、土坑、柱病

道路側捌 北黒霞 14lT 土坑、柱病

都市計画道路 見B 約2,300㎡ 6条の環濠、壁立式建物、木偲

下水道工事 北黒田 環麓

都市計画道路 北黒田671-」 1,800江 区画徹

確認調査（重） 北黒田67 40rr ｢報告書I.

店舗 見田210-］ 1.241ir 3条の環濠と盾「報告書I.
個人住宅 橋本622 約457m 環濠「報告書I

確認調査（重） 見田215-］ 1,157江 高床建物と壁立式建物「報告書1

個人住宅 北黒田634‐ 590㎡ 1条の環濠と壁立式建物「報告書1

共同住宅 》広640-37 850㎡ 5条の環濠「報告書Ⅱ

確認調査（重） シノ204~ユ 400㎡ 4条の環濠「報告書Ⅲ

駐車場 見田217他 500㎡ 2条の環濠「報告書Ⅲ

店舗建築 見田218－1． 250㎡ 2条の環濠「報告書Ⅲ

確認調査(重） シノ202-ユ 500㎡ 2条の環濠「報告書Ⅲ

個人住宅 北黒田676‐ 477㎡ 溝、柱穴「報告書Ⅲ

確認調査（重 平川端705-； 400㎡ 1条の環濠「報告書Ⅲ

確認調査(重） 井上635‐ 250㎡ 溝、柱穴「報告書Ⅲ‐

個人住宅(立） 幸徳庵24 lOrr 環濠「報告書Ⅲ‐

宅地造成 上門田539． 3.986m 外周環濠の一部「報告書Ⅲ

確認調査(重） 橋本615-3, 60it 環濠「報告書Ⅲ‐

確認調査(重 井上632‐ 600㎡ 区画溝、大型掘立柱建物｢報告書Ⅳ‐

共同住宅 北黒田676-2, 580㎡ 区画瀧、井戸「報告書Ⅳ
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調査次数 調査年 種類 調査原因

46 2001 H13 本掘・平面 宅地造成(重

47 2001 H13 平面調塾 司1 宅(重：

48 200］ II13 平面調通 司 宅(重；

49 2002 1114 平面調整 宅地： 戎(重

5C 2002 III-! 平面調型 個人、 宅(重

r,i 200: MM 平面調査 個人． 宅(重；

52 200（ HK 平面／本掘 共同住宅(重

53 200（ H15 平面調整 確認調査(重

54 200： H15 平面調整 確認i 査(重）

:,: 2004 IIK: 平面調整 確認 査(垂：

5（ 200（ H17 平面調整 個人住宅(重

57 200（ HI7 平面 査 確認調査(重

58 200（ H17 平面； 査 確認調査(重

5§ 200（ HK 平面調塾 個人‘ 老(重

60 200（ HK 平面調塾 個人住宅(重

6］ 200（ HK 発掘調査 整備前調整

62 2001 HK 発掘調査 整 調査

63 200（ H2( 発掘調査 整 調査

64 200（ I12( 発掘調査 宅地造成

Ik 200（ H2( 平面 蒼 確認訓査(重

6（ 200,' H2( 平面 猶 個人住宅(重

調査地番

久戸504~］

上門田544-

上門田543‐

久戸507-1.4

久戸29C

皆厄

上門田546-］

皆広643．

皆広640‐

井上631-̂

金影610-4.-

見田208．

井上635
ク

ノ

’ノ

'ノ204~］

'ノ201茎

平Ill端703-3i

平田690‐

平田6904の一ヨ

金影607

調査(開発)面積 概略および備考

1.9(l(ln: 外周環濠、壁立式住信

約951m 外周環濠の一淵

991m 外周環濠の一割

約982㎡ 外周環濠の一淵

約20m

174m 集落内、井戸

約1,090㎡ 方形周瀧墓＊本書に報告

約1,000㎡ 環濠の一部＊本書に報告

約400江 環濠の一部＊本書に報告

約1700ir 建物、区画制

|200it 環濠3芽

1300江 環濠の一割

約1,200㎡ 建物、区画制

354㎡ 環濠3鼻

約300江 環濠の一間

約3,000㎡ 環濠6条、掘立柱建〃

4,288,『 環濠3罫

約3,100鐘 環濠、鮒

約500(2,097)繭 環濠､大瀧ほか（正福寺遺跡と重複I

約1,000m 環濠、大瀧ほか（正福寺遺跡と重利

約120ir 環濠の一間

その後も遺跡内外で範囲確認調査を進めていくこととなっているが、大きくわけると2つの調査成果

が挙げられる。一つは、集落の西側で3条環濠の外方でさらに居住区と環濠が検出されたこと。もう一

つは、集落内部で区画溝と大型建物が複数棟、配置されていることが判明してきたことである。前者に

ついては、平成12年度の確認調査(42次）で、これまで弥生時代の遺構がないと考えられていた地点

で環濠や住居、井戸跡などが検出された。さらに46次では、これまでの西側3重環濠の外側約250m

の地点で2条の環濠と内側で井戸や壁立式建物が発見され、3条環濠の外側にも居住域が設けられてい

ることが判明した。そして、平成13年度に実施した第47．48次調査でも環濠の一部や通路などが確認

されている。これらの3重環濠より外側の環濠については、外周環濠＝すなわち3重環濠帯を「内濠』

と呼称するのに対･し｢外濠」という用語を使用し､同心円状に二重構造になっている可能性が指摘できる。

しかし、東側に立地する3重環濠に対し、別個の居住空間を想定し分II皮して囲んだ集落域とみる考え秀

も現状では考慮しておく必要がある。これまでの調査成果をもとに遺跡全体の規模を考えると、東端か

ら西端までの距離は約670m、南北が約460mで面積はおよそ25haにもおよぶことが推定されるよう

になってきている。

そして、後者の成果については、第27次調査で検出された南北溝に関連して、平成10年度に実施し

た第32次調査で南北と東西に伸びる区画溝と壁立式平地住居が検出された。平成13年度に実施した第

44次調査では、床面積が55㎡を超える独立棟持柱付大型建物が発見されるとともに東西に伸びる区画

満が確認された。その時点での大型建物の集落内での位置づけは「首長が儀式やまつりをおこなう場所皇

｢集会所」「ムラ全体の共同倉庫」などの意見が出されるとともに、その建物は中心地域に（方形区画＞

の北西一角に位置する建物の可能性が指摘された。しかし、その後、平成17年に実施した第55次調査

では、44次調査で検出された建物のさらに北側で整然と方位を合わせて並んだ掘立柱建物が3棟発見さ

れ、また平成18年度に実施した第44次調査の南側（58次）でも方位を揃えて並ぶ建物と、別の方位軸

－5－



をもつ掘立柱建物などが5棟以上検出され、集落内部の建物構成は非常に複雑で、時間経過とともに変

容していく様が窺えるようになってきている。現時点までの集落中央部の調査では、建物の分布や構成

をあらかじめ平面で把握する確認調査で止めているため、詳細な年代把握や建物の構造、変遷は今後の

調査で明らかにしていかねばならない。ただ、丸い環濠集落の中の一所に四角く溝で囲んだ場所を設け、

その内部に集落やその地域全体を体現するような建物を設ける、いわゆる方形区画のモデル的な様相と

は異なった空間が展開しているものと考えられるようになってきている。
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図3下之郷遺跡と周辺遺跡（下之郷遺跡の環境と墓の位置）

(下之郷遺跡関連参考文献）

1990「野洲川下流域遺跡群の構造」「守山市文化財調査報告書第38冊』守山市教育委員会

2001『弥生のタイムカプセル下之郷遺跡』守山市教育委員会

2003『弥生のなりわいと琵琶湖－近江の稲作漁労民一」守山市教育委員会

2004「下之郷遺跡確認調査報告書1守山市教育委員会

2005『下之郷遺跡確認調査報告書Ⅱj守山市教育委員会

2005『守山市誌考古編』守山市誌編さん委員会

2006『下之郷遺跡確認調査報告書Ⅲ』守山市教育委員会

2007『下之郷遺跡確認調査報告書Ⅳ』守山市教育委員会

2008「下之郷遺跡確認調査報告書V』守山市教育委員会
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Ⅱ調査成昇 TT

。＠

瀞

1．第52次調査の成果

(1)調査地守山市下之郷三丁目字

上門田5461.546番地

(2)調査期間平成15年5月16日

～同年7月28日

(3)調査面積約1,090nf

(4)担当者川畑和弘

(5)調査経緯と方法

第52次の調査地は、3条環濠に囲まれた集

落本体の西方、約120mの位置にあり、平成13

年度に調査した48．49次調査の隣地部分にあ

たる。

調査原因は、集合住宅建築に伴う造成工事で、

事前に対象地の範囲内を試掘しながら遺構が分

布する地域を把握し、トレンチ設定を行った

(図10)o遺構調査は、平面検出による確認調査

を実施する部分と、工事によって破損すること

になる部分については発掘調査（原因者負担）

を実施した。

今回の報文では、前者の確認調査で検出した

遺構を中心に記したが、発掘調査を実施した部

分についても、対象地の遺構全体を把握するう

えで報文に加え掲載した。

調査は、表土除去と土置場確保の都合により

TA地区から着手し、その部分が完了した後に

TD地区→TB地区→TC地区（図10)の順で

調査を実施した。この内発掘調査を実施したの

は、TA・TB・TC地区で、TD地区について

は平面検出と一部断ち割りによる土層断面観察

による確認調査にとどめた。掘削調査が完了し、

平面測量図を完成させた後は、現地説明会を開

催（一般公開:平成15年7月11日）し､その後、

埋め戻し旧状に還し、調査を完了した。

(6)検出遺構

遺構は東側においては、現在の水田耕作土上

面から約30cm下位にある黄灰色極細砂シルト
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の上面で、また、西側においては畑地利用がされているため周辺の水田より高く、現耕作土の地下約

60cmの位置で遺構が検出された。遺構検出面（標高）の調査区東端と西端での比高差は20cm程度

東側が高く、緩やかではあるが西側が低くなっている。

(6)検出遺構

今回の調査地では、大溝と溝、土坑、方形周溝墓、柱穴などが検出された。

SD5201

SD5201は、TA地区の中央近くを先端にしてTD地区、TB地区へと掘られた大溝で、幅2.5m、

深さ1.2mを測る。断面形状は緩やかなU字形（一部はV字形）をしている。大溝を埋める堆積土に

は砂はほとんど含まれず、概ね粘土やシルトによって埋もれている。後述する方形周溝墓(SX5201)

とは､その南辺にあたる周溝と大溝が重複する形で検出されている。土層断面観察による切り合い（新

古関係）は判然としなかった。出土遺物には、畿内第Ⅳ様式後半の在地系土器の口縁破片が出土して

いる。方形周溝墓(SX5201)出土土器と比較するも、出土点数が少量であるため新古関係を明確に判

定するには至ってない。石製品には、打製石錐(52001S)が1点出土している。

SD5202

調査区(TA地区）の東端からTB地区の西端にかけて延長55m程検出された小溝で幅約30cm、

深さ約10cmを測る。SD5203とSD5204に交差、接触するかたちで検出されており、導水機能など

SD5203やSD5204と相互に関連する遺構の可能‘性がある。

SD5203

調査区(TA地区）の東端で検出された小溝で、幅40cm、深さ15cmを測る。南から北に向けて掘

られている。第47．48次調査で延長部分が検出されており、南方から水を導く施設の可能性がある。

SD5204

SD5203と同方向に並行する状態に掘られた小溝で、幅、深さとも、ほぼ同様である。SD5203との

間隔は約2～3mである。

SD5205

TB地区の南西端で検出された小溝で、幅80cm、深さ25cmを測る。北東から南西に向けて掘られ

ている。溝の北東端には柱穴P5207がある。出土遺物には土器52003～52005があり古墳時代前期の

特徴をもっている。石製品では磨製石斧の破損品(52003s)が出土している。

SD5206

TB地区の南西端で検出された小溝で、幅70cm、深さ25cmを測る。北東から南西に向けて掘られ

ている。

SD5207

TB地区のほぼ中央で検出された溝で、幅約1.2m、深さ95cmを測る。南側に延びており、方形周

溝墓の周溝の一部である可能‘性がある。Ⅳ様式中葉の特徴をもつ喪（52008）が出土している。

SD5208

TB地区で検出された溝で、東から西に向けて延びており、幅3.2m、深さ1.2mを測る。方形周溝

墓(SX5201)の周溝の一部である可能性が高い。Ⅳ様式後葉の特徴をもつ壷（52009.52010）が出土

している。また、下層から最下層にかけては、自然木破材や木製品(52001W・52002W・52003W．
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52004W)が多量に出土している。（出土状況詳細は、図11による）

SD5209

TB～TC地区で検出された溝で、南から北に向けて掘られている。幅4.5m、深さ120cmを測る。

方形周溝墓(SX5201)の周溝の一部である可能性が高い。Ⅳ様式中～後葉の特徴をもつ壷（52011.

52012)で、ほぼ完全な形をとどめるものが出土している。石製品では磨製石斧(52002S)が出土し

ている。（出土状況詳細は、図11による）

SD5210

TD地区で検出された溝で、南から北に向けて延びており、幅4.0mを測る。方形周溝墓(SX5201)

の周溝の一部である可能性が高い。断割りを入れていないため詳細は不明である。

SD5211

TC地区で検出された溝で、SD5209に連接する状態で掘られており、L字形に折り曲がりさらに西

方向に伸びている。幅約1.5m、深さ約60cmを測る。調査区外に広がっているため全容は不明であ

るが、方形周溝墓の周溝の一部である可能性がある。

SK5201

SK5201は、TA地区の北西で検出された直径2m×1.2mの楕円形をした土坑で深さ60cmを測る。

最深部は二段掘状になっており柱が据えられていた可能性があるが、用途等は判然としない。

SK5202

SD5205の北東先端で検出された土坑で、直径約70cmの円形で、深さ約90cmを測る。

SK5203

TB地区で検出された直径約1mの楕円形をした土坑で深さ60cmを測る。出土遺物は無い。

SK5204

TC地区で検出された直径約1mの楕円形をした土坑で深さ60cmを測る。

SK5205

TC地区SD5211内部で検出された土坑で、直径約1m，深さ60cmを測る。

SK5206

TC地区SD5211内部で検出された土坑で、直径約1m、深さ60cmを測る。在地系の土器3点が

出土しており、いずれもⅣ様式前葉の特徴をもっている。

SX5201

調査区の範囲に限られて詳細は判然としない部分を残すが、一辺約10mの方形周溝墓の可能‘性が

高い。周溝（SD5208・SD5209・SD5210)は一辺の中央が深く、コーナー部は浅く、途切れている部

分もある。マウントや主体部は残存していない。年代は出土した土器からみるとⅣ様式の中でも前葉

に遡るものはなく、中葉に位置づけされるものと考えられる。SD5208、SD5209から出土した土器は、

壷（直口壷や有段口縁壷など）に限られ、木製品では盾が出土している。周溝墓へ供献されたものの

可能性がある。

P5201

SD5201もしくはSD5204に付随する柱穴で直径約20cm、深さ約20cmを測る。出土遺物は無い。
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1．褐灰色10YR4/1極細砂混じりシルト

2．黄灰色2.5Y5/1極細砂混じりシルト

3．黄灰色2.5Y4/1極細砂混じ0ﾉシルト

4．灰黄色2.5Y6/1シルト混じり極緬砂
5黄灰色2.5Y5/1極細砂混じりシルト

6．陪灰黄色2.5Y5/2極綱砂混じりシルト

7．黄灰色25Y6/1極細砂混じりシルト

8．灰色5Y5/1帖質シルト
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10.暗灰黄色2.5Y4/2極細砂混じりシルト
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図5第52次調査検出遺構断面図
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1．褐灰色10YR5/1極細砂混じりシルト

2．褐灰色10YR4/1炭化物混じり粘質シルト

3．暗オリーブ灰色2.5GY4/1有機混じり粘質土
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図6第52次調査検出遺構断面図
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P5202

SD5201もしくはSD5204に付随する柱穴で直径約10cm、深さ約20cmを測る。出土遺物は無い。

P5203

SD5202に付随する柱穴で直径約20cm、深さ約10cmを測る。出土遺物は無い。

P5204

SD5202に付随する柱穴で直径約10cm，深さ約10cmを測る。出土遺物は無い。

P5205

直径約30cm、深さ約90cmを測る柱穴もしくは土坑。中層より古墳時代前期の小型丸底壷や高坪

が出土している。

P5206

直径約30cm、深さ約90cmを測る柱穴もしくは土坑。出土遺物は無い。

P5207

TC地区SD5205の先端部で検出された柱穴で、直径約90cm、深さ80cmを測る。出土遺物には

52006.52007がある。時期は古墳時代前期と考えられる。

(7)出土遺物

今回の調査では、大溝、方形周溝墓、土坑、柱穴から遺物が出土した。

土器(52001～52016)

土器については、図示可能なもの16点を提示しておく。大溝SD5201からの出土土器は、少量で図

示できるものは2点(52001.52002)に限られる。大溝への導水用小溝と考えられるSD5203・

SD5204からは図示できる出土遺物はない。方形周溝墓SX5201の出土遺物には周溝と考えられる

SD5208・SD5209から出土した完形品を含めた4点を掲示しておく（52009.52010.52011.52012)。

それ以外は小片であるため図示していない。土坑出土の土器には、SK5204の1点(52013)と

SK5206の3点(52014～52016)を掲示した。SK5206の3点の遺物は畿内第Ⅲ様式新段階～第Ⅳ様

式の前葉に位置するもので、これまで下之郷遺跡から出土した土器のなかでも、最も古い様相を持つ

ものである。
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表2出十十器観察表（第52次調査）

外面口馴部縦ハケの後端部描ナデ、
頚部に柵描漉線文。体部縦、斜ハケ
の後卿部に櫛描列点文。内面指オサ
エ、ナデ。

口徒：10．1cm

底荏853cm
器高：2Z3cm

石製品(52001s～52003s)

出土した石製品について、実測したものは3点である。52001sは打製石雛、52002s・52003sは磨

製石斧である

、‐●
、ｼ2一

<CZ>52001S

52003S

10cm

図8第52次調査出土遺物実測図
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実測番号
挿図
写真図版

52001

図7
図版十一

52002

図7
図版十一

52002

図7
版十一

52004

図7

図版十一

5200E

図了

図版十一

52006

図7
図版十

52007

図7
図版十

5200E

図了

図版十一

5200E

図了

図版十

5201｛

図了

図版十一

5201；

図7
図版プI

52012

図7

図版九

52013

図7
図版十

52014

図7

図版十

52015

図7
図版十

5201E

図7
図版十

器潅

小型

ﾒL底壷

高幽

高坪

露

TA

!I

TA

T＃

(I

TA

i

Ａ
、
Ｊ

Ｔ
ａ

TE

I

子
卜
上
司
ｊ

Ｔ
缶
ｕ

TI

i1

TB

1

Tf

o;

T（

Ｃ
Ｉ
Ｔ
く

TC

豆

TC

T〔

i

TC

(1)

遺祁

SD520

SD520

P5205

P5205

P5205

P5207

P5207

P5207

SD520

SD5201

SD520

SD520

SK520

SK520

SK520

SK520

層位

下、
禍セ

ｵﾘー 、

中N

青灰色

喪而土

最下届

青灰色
土下脳

中用

(ｵi機土）
褐色土

下見

法ロ

口篠；不I
硯存商：2.3cm

口径：不'1

磯存商：2,4cm

鰻大波径：6.8cm
硬存高：3.4cm

脚底径：9.4cm
残存商：Mcm

脚底僅：lO2cn

独存商；93cm

競大服従：26.6Cl．

残存商311.0c、

駁髭：6●3cm

勘存商：75cm

口径：1”cm
残存高：頑c、

口径：麹6c、

残存商：7.7cm

口掻820‘2cn

碗存脚：9.9cm

口僅：10,0cm
庇従＃5.8cm
器商：272c、

口径：82cm

硯存商：“c、

口径’
我存I

m

6a

口経：不'1
我存商：2,3c『

口徒：22．0cm
独存商：6.7cm

形態的特徴

外反する第1口縁からやや内側
気味に第2口縁を立ち上げる。

裾部で屈曲気味に勝l〈

裾部で屈曲気味に淵lく

やや上げ底。服部が張る‐

底部中央位に穿孔がある、

外反する鋪1口縁から内傾気味
に第2口縁を立ち上げる

外反する第1口縁から垂直に鋪
2口縁を立ち上げる。嬬部は内
側に肥厚して水平な面を作るｰ

外湾気味に伸びる口頚部が角庇
を変えて直立し端部は水平な而
を作る。頚部に貼付凸幣。

平底を呈し最大胆径を中位に欄
く°やや外慨して伸びる口頚淵1
の端部を内傾気味の面に仕上け
る。

平座を呈し最大服径を中位に侭
く。ほぼ直口するロ頚部の蝋部
を内傾気味に仕上げる雪

逆「ハ」の字状に側<ロ緑‘

屈曲気味に短く外反する錆1口
緑から外傾する第2口緑を立ち
上げる。ロ縁は現存2箇所（推
定3箇所>の山形突起を有す~る。

外反する第1口縁先蝋部を短く
つまみあげ.詮

休部からゆるやかに外反させて
ひらく口縁をもつ雪

手法的特徴

;':外而にハケIiが兇られ暑一

輪2口縁外面は、上端部をヨコナデ’
したのち、波状文を施す。

内面術ナデ。

内外而にハケロが見られる‐

外而第2口緑斜め、鞭ハケ。頚部に
櫛描列点文。第2口緑斜ハケ。内匝
檎ハケの後に櫛描山形列点文‘

外而鋪2口緑ハケの後波状文。第2
口緑6条の凹線を廻らせた後、綻樹
描直練文。内面第1口緑斜めハケ、
横ハケ。第2口綱胸ハケ、横ナデ。

凸ﾘW耐部にキザミ目。

外而ロ頚部縦ハケの後端部横ナデ‘
休部縦、斜ハケの後阿部に櫛描直総
文。内面指オサエ、ナデ。底面に＋
印

~ －
外而第1口縁は鞭ハケ第2口縁斜
めハケ。休部斜めハケの後櫛描直濡
文。

節2口縁外而を横位にハケ仕上げ‘

色調／胎土／焼成

色調：灰褐色5YR‘1/2

胎土：1mmメIまでの石粒を含t
焼成：良腐

色調：灰渦色5YR6/2～柵渦2
5YR2/l

胎土E1mm刈までの石粒を含む
焼成：良好

色調：淡樋色5YR8脚
胎土：1mm角までの石粒を含t

焼成；良§

､侃色5YR7/zl
角までの石粒を含む

色調；赤樋色l0YR6/6～淡柾芝
5YR8パ

胎土：1mm鮒までの石粒を含t
焼成：良晩

色調：灰白色5YR8/2～禍灰世
5YR4／

胎土：1mm刈までの石粒を含t
焼成9良＃

色調；淡赤柾色2.5YR7/4～灰白8
7.5YR8/｛

胎土g1mm角までの石粒を含t
焼成：良斑

色鰐：灰白色lOYR8/1～灰世褐2
l0YR4/2

胎土：1mm角までの石粒を含む
焼成：良好

YR8/2

での石粒を含｛

色鯛；淡柾色5YR8刑

胎土：1mm角までの石粒を含t
焼成日良屑

色調：灰白色7.5YR8／
胎土glmmjIlまでの石粒を含t
焼成：良贋

色潤：柾色5YR7/8～鼎色5YR1.7／

胎土：1mm角までの石粒を含t

焼成：良哩

色調g淡柾色5YR8“～灰白、
5YR8／

胎土：1mm角までの石粒を含t
焼成；良§

色爵：灰褐色5YR5/I～にぶい赤判
色5YR6/‘1

胎土81mm角までの石粒を含t
焼成：良陛

色調：灰白色5YR8/2

胎土：1mm角までの石粒を含t
焼成；良好

色調：にぶい樋色5YR7/4～灰禍‘
5YR4/2

胎土：1mm角までの石粒を含む
焼成；良好

備考

口緑部若予

口縁部若干

休部1/2

脚部のみ

脚部の認

底部～体部l／
底而に植物a
圧痕

底部l/2

口緑部1/4

口縁部l/4

口縁部1／

完照

口縁部ほぼ完禰
~休部3/4

口縁部～頚音

口縁部l/2
～休部1/4

口縁部若干

口縁部l／I

～体制



実測番号
挿図
写真図肘
－

図8

図版十四I

52002s

図8
図版九

52003s

図8
図版九

器租

打製石雛

畷製石斧

暦製石斧

調査E 遺構

TC（1） SD520

TC（I SD520（

TB（1） P520

表3出土石製品観察表（第52次調査

層個 石*
最大長

(mm
最大幅

(mrrv
最大厚
(mm)

画

(
備考

小榔の中脳 11.1 28.1

12】 4<)5

l(万 -- 308

木製品(52001w～52004w)

出土した木製品について、実測したものは4点である。いずれも樹種同定は行っていない。52001w

は盾である。残存長93cm.残存ipii'i15.1cm.厚さl.0cmを測る。直径3mm程度の小孔が横方向にlユ

列並ぶ。数か所で綴じ紐の痕跡をとどめるが、孔の内部に繊維質は残存しない。52002wは棒状木製

品で、一端を欠損する。残存長103cm,残存ipni2.2cm.厚さ1.8cmを測る。芯を外した分割材を用い，

側面を面取りしている。建築材の一種か。52003wは柾目材を用いた一木鋤の未成品で、柄の握り部

を欠損する。残存長96.0cm.残存1pM14.0cm.厚さ3.6cmを測る。520()4wは完形の泥除け未成品であ

る。全長25.4cm.幅26.7cm.厚さ2.6cmを測る。幅26cm程度のみかん割り材を原材とし、泥除け

の概形を作り出した段階である。

その他の木質遺物については、人為的加工の少ないものが多いため、表4に一覧掲載を付してその

概要を示した。

(8)小結

今回の調査成果のなかで、特記しておくべき事を整理すると以下の様になる。

1．調査区の西端で方形周溝基が1基検出された。周辺にはさらに溝が広がっているため、墓群

を形成している可能性が高い。

2．調査区の東側から西側に向けて大溝が掘られていて、隣接地の過去の調査を合わせると3条

以上の大溝が同一方向に向けて掘られていることがうかがえる。また、南から北に向けて水を

流したと思われる小溝があり、その小溝は上記の3条の大溝と連けいを持って用排水の機能を

持っていた可能性が高い。

－15－
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表4出土木材観察表（第52次調査：

SD､8

－19－

整理番署 器種

枝材

枝材

半割

伎雑

伎材

枝材

技材

技材

半裡

枝材

枝材

割材

技説

技刷

伎凋

技桐

板制

伎糊

枝材

伎哨

校為

技巾

枝＊

技*

枝＊

俵*

枝ホ

枝＊

半3

技*

査区I

｜
Ｂ
ｒ
口

守
Ⅱ
上

Ｔ
く

T員

（【

TI

(I

TZ

（I

TI

（I

T上

（I

TI

（I

TR

（I

TI

（I

T：

（I

Tj

（I

Ti

1

Ti

（I

Tl

(I

TI

(I

Tl

(I

TI

(I

Tl

(：

Tl

(I

Tl

(I

Tl

(I

Ti

(I

T‘

（I

T

（I

T

（I

T

!

T

（I

T

（I

T

（I

T

i

T

（I

T

（I

T

（§

T

TB

T

〈I

T

（：

TB

（1）

T塁

(I：

T遥

TI

<I

逓構

SD8

SD､8

SD●8

SD､8

SD､8

SD,8

SD､8

SD●8

SD､8

SD･8

SD,8

SD~8

SD9

SD~8

SD･9

SD､9

SD,9

SD,9

SD､9

SD－9

SD･I

SD･9

SD,9

SD､9

SD･9

SD､9

SD9

SD9

SD,9

SD､9

SD●9

SD､9

SD－9

SD.@

SDg

SD－f

SD－I

SD.〔

SD.［

SD.（

SD－〔

層勉

背灰色I

(下fi-写

青灰、

(下迂

腎灰色創
(下謹

背灰色。

(下層

背灰色ヨ

(下隔

青灰色二
(下珊

青灰色土

(下鷹

青灰色i
(下脳

青灰色士
(下屑

餓下胴

艇下照

縦下綴

殿下胴

品下層

殿下届

溌下胴

餓下届

燈下刷

蛾下刷

最下脳

殿下屑

最下隔

擬下胴

艇下関

殿下願

下〕

下』

下&

下1

下』

下1

下」

下月

下『‘

下脳

下府

下脳

下諸

下蕊

下府

下層

法】

径：2cm
残存長：15cm

径；3cm

強存畏：篭xx．

陸：3cm

我秤長：c、

径：‘1cm
硯存畏：…

径23cm
残存畏：40cm

径：5cm

跳存長：26cm

径：4cm

烈存長：70cm

径：cm
残存長：30cm

後：1.5cm
残存災：7cm

;l5cn

存長：20cIr

径：2.5cm

残存長：15cm

径：CIT

残祥畏；c、

径：lcn

残存長：45cIr

卯c、

径；4m

残存長：30c画

径：“’

残存長：c､’

径：“’

残存畏8cm

径：2cm
残存長：32m

径：4m
残存長：lOCn

徒：4cm

残存災：42m

径：2cm
疑存長：58cm

径：3cm

強存挺；15cm

径：3cm
賎存長：”c、

鎧：9cm

残存艇：13cm

径：2cm

娩存長：lO2m1

錘92cm

硯存挺：釦c、

径：1cnl
残存長：32cnl

径：1cm
賎存畏：80cm

径：L5《

礎存長‘ 瓢)cnl

径：3cm
残存艇：40”

産：2c肱

硬存長：87cIr

藍：1.5cI1

残存災：74CIT

陸8215

残存長 iOm

径z2cm

弧存長：98cm

径：2cn

残存長：48cI

径：2c、
残存艇：75“

径：1.5cm
残存畳：20cr

径：
残存世

径：
雛存

径&
残存

4cm

;畏：c、

粥“

36cr

20c、

備考（）内I；
目視による所』

(広紫樹）

(針莱M1】

(ハンノキ？】

(針葉樹)、樹@
つけ柵

(広紫慨

(広葉樹I

(広紫樹>、炭1

(広葉樹）

(広紫樹）

(広蕊樹、サ暑・
ラ雪

(広葉樹、サ会

ララ’

(広葉樹、サニ．
ラ？

(針業樹）

(針業樹】

(広莱樹、サ妾

(針葉樹】

(針葉樹1

(針葉樹】

(広葉樹1

(針瀧樹I

<針葉樹I

(針葉樹I

(針紫樹I

(針紫樹I

(針葉樹I

(針．莱樹卜

(針葉樹！

(針葉樹

(針葉樹

木取I

芯持丸木

芯持丸木

芯持丸木

芯持丸木

持九水

芯捧丸木

半制1

芯持丸木

芯持九才

芯持丸討、

芯持丸オ

芯持丸木

半測

芯持丸木

芯持九オ

芯持丸オ

芯持丸オ

芯持丸オ

芯持丸オ

芯持丸乳

芯持九計

芯持丸オ

芯排丸升

芯持丸淵

芯持丸オ

芯持丸乳

持丸計

芯捧丸引

芯持丸オ

;懲持九才

芯持丸オ

陰創

芯持丸オ

整理癖

w5知l：

w52㈹2

w52噸

w52“4

器種

棒材

一
（
韮
二

一

泥除

技材

枝材

枝材

技市

技材

技材

枝材

技材

査区I

T&

(I

Ti

(I

T且

(I

Tl

(I

T且

(I

TI

!

Ti

（I

TZ

Ti

（I

TI

（I

T頁

(I

TI

通イ

SD8

SD－8

SD8

SD－8

SD､8

SD8

SD,8

SD8

SD－8

SD－8

SD､8

SD､8

脳位

青灰色」
(下届

青灰色ゴ
(下層

背灰色ゴ

(下層

背灰色」
(下屑

青灰色ゴ

(下屑

青灰色ゴ

(下層

最下屑

青灰色ヨ
（下厨）

喝色
F層

■
ロ
■
■
■

色
層

【
に
【
Ｐ

隔色土

F層】

喝色土

F廟

隔色ゴ
F脳

法量

隆：2cm

残存畏：84cm

径：1cm

残存長：40cm

径：15cm

残存畏948cm

径；1cm

残存長：48cm

径：1cm

残存喪：18cm

：1cm

存畏：50cm

径：5cm
残存長：33cm

径：2cm
残存長283cm

径：1.5cm

残存長：83cm

193cm

115.1cm

:1cm

96cm

l4cm
36cm

25.4cm

26.7cm

26cm

１
，
ｍ

恥
馳
虻

備考（）内側
目視による所風

未成品

米成品

(針葉樹）

(針紫樹）

(針葉樹）

〈針蕊樹）

(針葉樹）

(針葉樹）

(広葉樹)、炭｛’

(針･莱樹）

木取

板目

削材削出

柾目

柾目

芯持丸木

芯持丸木

芯持丸":、

芯持丸木

芯持丸木

芯持丸木

芯持丸木

芯持丸寒

芯持九案

枝材
TI

（I
SD~8 姫下府

径：15cm

残存長：12cm
(広葉樹） 芯持丸

技』I

枝材

技材

枝材

枝材

伎樹

枝材

枝杓

校判

枝桐

技材

割材

技右

枝覗

技*

技】

枝＊

枝：

枝右

枝右

技ホ

枝＊

TI

（I

Tj

i

Tl

(I

T］

(I

Tj

(I

TI

(I

Tl

(I

T，

(I

T‘

(I

T‘

(I

T‘

(I

T

(I

T

（I

T

（I

T

（：

T

（I

T

〈I

T

（I

T

（I

T

（I

T

（I

T

(I

T

（X

T

（I

T

（】

SD8

SD,8

SD,8

SDS

SD~8

SD－8

SD~8

SD●8

SD,8

SD~8

SD－f

SD●8

SD8

SD8

SD､8

SD－8

SD･8

SD8

SDf

SD舎旧

SDf

SDf

SD－8

SD－f

SD－f

股下層

青灰世

(下層

青灰色士

(下層1

青灰色二

(下層

青灰色ゴ
(下騒

青灰色二

(下層

背灰色二
(下層）

青灰色弓
(下層

青灰色二
(下珊）

青灰色二
(下層】

青灰色ゴ
（下層）

青灰色一

(下編

青灰色：

(下層〕

青灰色：
(下届】

青灰色：

(下層1

青灰色
(下層

青灰色二
(下騒】

青灰色土

(下珊

青灰色自
(下層】

青灰‘色土
(下層

隔色ゴ
ド層）

尺色ニ
ド鰯）

皇
宮
ｊ

色
層
足
ド

足色白
F屑）

疋色：
F層』

径：3cm
残存提：140cm

径：1.5cm

残存長：40cm

径：1cm

残存長：12cm

径：2cm
残存長：23cm

径：1.5cm

残存長：28cm

径：1.5cm

残存長；48cm

径：3CIT
残存長：錦c、

径：4cm

残存長二166cm

径：3.5cm
残存長：155cm

径：1CIT
残存長：l7cIr

径：15cm
残存長：6()c、

径：lcn

残存長g30c庇

最大幅：19cm
残存長：95cm

径：4cm
残存災：.c、

径：15cm
残存長：2恥、

径；1.5c汀

残存長：70c、

径：2cm
残存長：192cm

径：匙、
残存長：55cm

径92cm
残存長：38cm

Ｉ

Ｉ

ご

〃

▽

ロ

佳
残

径：1cm

残存長：釦c、

径：1cm
残存長：65cm

径22cm

残存長：15cm

径：2cm
残存長：80cm

径：1cm

残存長：23．11cm

元、

:5仇、

(針紫樹〉

(針葉樹）

(広葉樹）

<針葉樹）

(針葉樹】

(針葉樹】

(針葉樹】

(針葉樹】

(針葉樹I

(針葉樹I

(針葉樹】

(針葉樹)、幕
あり

<針葉樹I

<針葉樹

(針葉樹

(針葉樹

<針業樹）

(針葉樹）

<針葉樹）

<針葉樹）

(針葉樹）

(針葉樹）

芯持丸木

芯持丸.:‐

芯持丸木

芯持丸木

芯持丸木

芯持丸木

芯持丸木

芯持丸木
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図12第52次調査周辺調査成果図（本文参考図
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2．第53次調査の成男

図13第53．54次調査位置図

(1)調査地守山市下之郷三丁目

字皆広640-1番地

(2)調査期間平成15年11月19日

～16年2月13日

(3)調査面積約1,000㎡

(4)担当者川畑和弘

(5)調査経緯と方法

第53次の調査場所は、環濠集落の南西側

に位置し、集落を取り囲む環濠が周回して

いると予測される部分である。調査は、遺

構保護を前提として、指定に向けて遺構の

広がりと内容を把握することを目的に重要

遺跡範囲確認調査を実施することとした。

調査区は対象地の東側(TA地区）と西

側(TB地区）の二か所に分けて行い、後

者については遺構の掘削は一切行わず、平

面検出に止めた。前者については、検出さ

れた3本の環濠をそれぞれ一部断割り掘削

を行い、環濠の堆積状況を確認する調査を

実施した。

遺構の検出作業には、表層土（耕土）の遺構の検出作業には、表層土（耕土）の除去に重機（バックフォー0.4㎡）を利用し、その後、メ

カによる遺構面精査を行った。遺構調査は、検出した溝の一部を断ち割り、断面観察で溝の埋没状態

を観察した後に、断面実測、写真撮影、平板測量(1/50縮尺）の平面図を作成し、その後、埋め戻し

旧状（地下保存）に還した。

(6)検出遺構

遺構検出は、現耕作土の直下約25～SOcmにある黄灰色極細砂質シルト土の上面で行なった。同一

面で検出された遺構には、灰白色の砂質土が充填したものと褐色系の極細砂～シルト土が充填したも

のの2種に大別できた。前者は、近世以降の土坑や木杭跡で極少数（3か所程度）で、後者のほと人

どが弥生時代の遺構で大半を占める。

SD5301(第1環濠）

SD5301は、調査区北辺で検出された環濠で幅約5.5m、深さ約190cmを測る。断面形状は緩や秀

なU字形を呈している｡図15を参照にして環濠内の土砂の堆積を概略説明すると以下のとおりである＝

まず、環濠開削の当初期の堆積物は、土層16にあたり極め細かな粘質土が水中に沈殿する状態で蕊

積している。この土層には土器や木器などはほとんど含まれず、若干の自然遺物が認められる状態て

人為的撹乱などがない、純精な自然堆積の様相を示す。土層12～15は、植物遺体などの有機質を含
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んだ土層で、特に土層12-13には多量の腐植物が混入しており、その主体は樹木の枝葉や人の手が

加わった木材片によって構成されている。この土層から上位には、9層に若干分解の進んだ有機質土

が認められるものの、植物枝葉などは含まれていない。環濠の埋没土砂で土層5．6．7と土層8の

境界ラインで層相は大きく変わる。8層までは、水中に土砂が沈殿し、堆積したもので、それより上

位は人為的崩落土や一過性の雨水や流水により埋まった土の可能性が高い。特に土層6～7について

は周辺土砂の崩落土もしくは人為的な埋土の可能性がある｡土層13は川床堆積物に類似する堆積土で、

一時的にしる水流をもって流れた痕跡と言えよう。その後の堆積はl～3については、いずれも類似

する土層で同条件で埋没が進んだ結果と捉えられる。当地点の土砂堆積の状況からは、環濠の縁に想

定される土塁の存在は確認しにくいが、想定するならば土層6．7などがその可能‘性を持っている。

出土土器からSD5301の埋没時期を検討すると、土層7より下位で出土した土器とそれより上位の

土層lから6で検出された土器には形式差が認められる。前者においては、在地系土器の口縁端部に

はヨコナデ手法は認められない（第Ⅳ様式前葉）が、土層6より上位では、端部外面にナデ消しや波

状文などの施文が認められる（第Ⅳ様式中葉以降)。

SD5302(第2環濠）

SD5302は、3条で周回する環濠のうちで内側から2本目に位置するものである。幅は約6m、深

さ約130cmを測り、断面形状は緩やかなU字形をしている。環濠内の土層堆積を概略説明すると以下

のとおりである。まず、環濠開削後の当初期の堆積物は土層7．8（最下層）である。土層8はきめ

細かな粘質土が水中に沈殿する状態で堆積しており、砂はほとんど含んでいない。土層7には土器や

木器などはほとんど含まれず、若干の自然遺物（ドングリ・葉）が認められる。葉っぱの堆積状況は、

ほぼ水平で乱れた状態ではない。土層6（下層）は、有機質を多く含んだ土層で、腐植物が混入して

おり、その主体は樹木の枝葉や人為の加わった木材片によって構成されている。土層5a-5bは、有

機質が含まれるが分解が著しく、葉っぱは形状をとどめるものはない。環濠SD5302の埋没土のなか

では、土層2．3．4と土層5の境界ラインで様相が大きく異なる。5層までは、水中に土砂が沈殿

してできた沈水堆積物で、それより上位は人為的崩落土や一過性の雨水や流水により埋まった土の可

能性が高い。土層4は、ほかに比して砂質が強く、雨水などによる流れ込みの混入土の可能性がある◎

土層4の下面には、平坦な地山が所在しておりテラス状の中段（犬走り？）が確認できる。土層3a-

3b-3cは、いずれも炭化粒を含むシルト質土で両岸からの崩落土の可能性が高く、非常に固くしまっ

ている。土層3より上位には、土層2a-2b-2cと土層la-lbとに大別できる。いずれもシルト

を基調にしたもので、2cはやや荒い極細砂を含んでおり一時的な流水などの痕跡かもしれない。

SD5303(第3環濠）

SD5303は、3条で周回する環濠のうちで一番外側に位置するものである。幅は5m程度で、深さ

約140cmを測り、断面形状は緩やかなU字形をしている。環濠内の土層堆積を概略説明すると以下の

とおりである。まず、環濠開削後の当初期の堆積物は土層7（最下層）で、極め細かな粘質土が水中

に沈殿する状態で堆積している。土層5から土層6bについては、粘質土を基本としているが、植物

遺体を含んでいる土層で耐特に5層は植物遺体を多く含んでいる。層相が大きく変わるのは､土層2b-

3bと土層4aの境界ラインである。土層4aまでは、水中に土砂が沈殿してできた沈水堆積物で、

それより上位は人為的放落土や一過‘性の雨水や流水により埋まった土の可能性が高い。土層3a-3b

一
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は、炭化粒を含むシルト質土で環濠岸からの崩落土の可能性が高く、非常に固くしまっている。土層

3より上位に位置する土層2a-2b、土層lについてはいずれもシルト質の類似する土層で、同条件

で埋没が進んだ結果と捉えられる。

(7)出土遺物

SD5301(第1環濠）

幅約1mの狭院な土層観察ベルト内から弥生土器（コンテナ4箱分）と木製品、自然遺体などが出

土している。ここでは、図示可能なものを掲示しておく。

土器(53001～53035)

図示した土器は35点。そのうち壷は13点。蕊は17点。高坪は3点。鉢は2点を数える。壷を大

別すると広口壷(53001～53005)5点、有段口縁壷(53006～53009)4点、直口壷（53010.

53011)2点、壷底(53012-53013)2点である。蕊は17点中、在地系の受口状口縁喪が16点、搬

入品の可能‘性がある「〈」の字状口縁尭(53030)が1点で、前者の受口状口縁のうち第1口縁端部

外面の調整手法は大きく3つが看取される。1つは、全面を斜位に荒い刷毛を施すもの。2つは、全

面を斜位に荒い刷毛を施した後に端部上半をツマミ、横ナデを施しているもの。3つは、斜位に荒い

刷毛を施した後に、その全面をナデ消しして施文等を加えているもの◎この中で3つ目の手法を用い

ているものは、土層6よりも上層に限って認められるものである。高坪の3点のうち、口縁部が確認

できるものは2点で、いずれも水平口縁を持っている。

SD5302(第2環濠）

SD5301と同様に幅約1mの土層観察ベルトを設定して断ち割り調査を実施した。この地点から弥

生土器（コンテナ2箱分）が検出された。

土器（53036～53055）

SD5302から出土した土器で掲示したものは、20点を数える。そのうち壷が8点。壷蓋が1点。蕊

が9点｡高坪が1点｡鉢が1点を数える。壷8点の内訳は､広口壷が4点､凹線文系の有段口縁壷(53042.

53043）が2点、在地系大型壷(53041)が1点、細頚壷1点を数える。妻は図示した9点の全てが在

地系の受口状口縁尭である。この中で、第1口縁端部外面の調整で、全面を斜位に荒い刷毛を施した

ものは認められなかった。また、最上層にあたる土層1からは、斜位に荒い刷毛を施した後に、その

全面をナデ消しして櫛描列点文を加えた蕊（53045）が出土している。

SD5303(第3環濠）

調査区の南隅で幅約1mの土層観察ベルトを設定して断ち割り調査を実施した。環濠幅全てを検出

することは出来なかった。この地点から弥生土器（コンテナl箱分）が検出された。

土器（53056～53059）

SD5303から出土した土器で掲示したものは、4点である。そのうち壷が3点、喪が1点である。

壷3点の内訳は､凹線文系の大型有段口縁壷（53056）が1点､直口壷（53057）が1点､細頚壷（53058）

が1点である。喪は在地系の受口状口縁発（53059）で、第1口縁内面に列点文をもつものである。

－25－



言一一F
301
－－

ソ毒X認
､､

OIO

j々

53008

06'.'

ﾐ鞠
53009

一
詮
一

妻言詩

雲琴
:53023

53013

一
一

一
一

手
ｃ
一

53024

_雪琶一～さどきこご
、、●、、､､剣、

53016

さぎ、
ミ､ﾐ、←‐＝～、、

F,声慰

慰渋ノ
ｰ一〆里

二局“
53018？

20cm

53025
ー一己

図16第53次調査出土遺物実測図

－26－



一

茅 毒
一一一三＝＝ 、､、ﾐﾐ、ﾐ§一

一
一
一
〆

蓑
一一－－－－＝

斜溌噌裁
53021ク｡｡一一ワククグ〆J

少〆一●〆＆dP少

庸雪

尋窯
'‐、，=も3020vb

-ﾐｰﾐﾐﾐﾐ＝＝ご季

卿燕燕

了
■l■■■■■■

－

－ －

/"'魂/ろ〃

､0

三 三鞘竜
一■

5303Q
1b

－

「熟
53021％&

一一一一今
－

一
〉
‐
／
く 鴬

53031

M,＊・郷嚇
53034

7 .W
一
一

認綴萎蒙繍
鐘霊葬》鞭謬舞蕊尭 一一夕、

J､（、1

－〆竜一、呈〆
一

蕊 欝蕊翻蓉ミ
可
》
》

＞：
八八

、

堂
、、。

灘怒 篭
I 。B

唾

〆 型

。

、

（
、蓮I

＝つ舌一一三』重昌』

cc､'○
／､

、〆

ー

” 薪
擁

一

、

一一一一－一

図17第53次調査出土遺物実測図

－27－



一s一
由

坐」

『ｸｼﾞﾀﾀ

53036、
Lノ

難
、
、
’

一
、

三二三手ﾄｰ三

53044

－

風 :
53042

53040

r令三蚕
言
一

一
一
一
一
画
一

一
一
一
一
一

一
一

一
一》 ､、、§、式、

、、-～
、

53051

/~一

、、==、『煎一
53046：．

当(~>〔）一
一

一
一
一一

一
一

毛

1 V
，1（

･芋..
53058

53057

号
一

一
一雲

20cm

図18第53次調査出土遺物実測図

－28－



表5出十十器観察表（第53次調査ゞ
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実測番号
挿図
写真図版

53001

図15

図版十五

53002

図15

図版十五

53003

図15

図版十五

53004

図15

図版十五

53005

図15

図版十五

53006

図15

図版十五

53007

図15

図版十王

53008

図15

図版十五

53009

図15

図版十五

53001忠

図15
図版十呈

530拒

図15

図版十五

53012

図15

図版十五

53013

図15

図版十芦

53014

図15

図版十ブ

5301与

図15

図版十芦

53016

図15

図版十諒

53017

図15

図版十蒜

53018

図15

図版＋誌

5301曾

図15

図版十誌

5302〔

図16

図版十ブ

53021

図16

図版十茅

53022

図16

図版十王

5302F

図15

図版十六

5302‘

図1§

図版十六

器種

~二

大型ネ

段口劇

大型ズ
段ロポ

贋棄区

T/

!

T/

I

TA

1

Tノ

I

TJ

I

Tj

(I

T／

(I

'rJ

(I

TA

I

T／

1

Tハ

(I

TA

!

TA

(1)

T』

i

TA

1

TA

(I)

TJ

1

TJ

1

T‘

(I

TJ

i

TA

1

TA

(1)

TA
I'

還構

SD530j

SD5301

SD5301

SD530j

SD5301

SD530：

SD530

SD530

SD5301

SD530】

SD530I

SD530］

SD5301

SD5301

SD530l

SD5301

SD5301

SD5301

SD530j

SD530

SD530j

SD530：

SD5301

SD530

層位

12;童

7届

12号．

11，1

ボン、

2届

2脳

1.2哩

11雨

5届

11蕊

11，篭

ポンプ

l2r号

5照

7府

6腿

4儲

6用

7雁

11境

12鼠

法量

口径：15.“m

強存商：3.8cm

口径：l24cIr

磯存商：“cIr

口径：15,2cnl
残存高：62cIr

口径：ll6cn1
残存謝g7pcn

口径：20.OcIr

碓亦商：風'1m

口荏：19.伽【r

残存海：54c汀

口径．不剛

残存高：5‘3m

口径：不1M
碓存研：5,6CIT

口径：10．0c庇

残存商：12.2m

底径：52cm
礎存商：“c、

底径：7．<)cn

強存向：‘1.6c、

底径：60cm

残存商：34cm

口径：不iリ
残存高：2.5m1

口径：27．1m

碗存研：3.8(:nl

口極：27.艇、
残存商．42c、

口径：19.0cm
残存高：4.0cm

口径：18.0cI1

残存商：3.6cn

口径：15.8c、

残存商：6.7cm

口径：不明
残存商：28cm

口径918.8cm

磯存商：7.3cm

口径：16.0cIr

残存商：‘I我『

口径：19.km

強存高：6‘9cr

口径：30.()《:11

残存商：6,7cr

口径：23.0cr
娩存商：5.0cI

形態的特儲

緩やかに外反して蝿部はややIメ
傾気味の面をなぜ

口縁部短<外反して端部は内タ

に肥厚し内傾する而をなず

外反する口縁の端部が内外に側
厚し内甑する面をな-ﾖー

やや上開きの柿状の頚郁から

曲気味に外反して内面に段を＃
ち、さらに第2口縁を立ち上l‘
る

大きく外反する第1ロ縁から(｜
ぼ垂直に第2口縁を立ち上1．
る画

級やかに外反した口緑が曲慶＃
変えて垂直に立ち上が塁

外傾気味に第2ロ緑を立ち上I
る鎧部は内外に肥厚し水平財
凹面をなす。

内湾気味の鋪2口緑を立角上I
る。端部は水平なⅢ『．

屑の張らない体部からやや外」
方にのびる口縁部。蝋部はや洲
外傾する面。

やや上げ底。

平I

やや上げ底‘

屈曲気味に外反する口繰郡の2
部が拡張しほぼ垂戒な面をイ

外反する第1口縁から垂血に＃
2口縁を立ち上げる。端部はI！
傾する面をなす

屈曲気味に外反する鋪l口縁フ
らやや内傾する鋪2口縁を立1
上げる‘

外反する第1口緑からやや内1
する第2ロ縁を立ち上げる

外反する第1ロ縁から外慨す｡』
第2口緑を立ち上げる.

綴やかに外反する鮒1口練か’
内顛気味に短く鋪2口緑を立一
げる

大きく外反した鋪1口緑から3
直に第2口縁を立ち上げる

級やかに外反する第1口縁から
垂直に第2口緑を立ち上げる。

外反する第1口縁から垂血に朔
2口緑が立ち上が馬

外反する第1口縁からほぼ垂直
に第2口縁を立ち上げる

級やかに外反する第1口縁から
ほぼ垂直に第2ロ緑を立ち上げ
る。端部は水平な棚。

緩やかに外反する第1口緑か亀
ほぼ垂直に鋪2口緑を立ち上:デ

る。暗部は水平なmi1

手法的特微

凱部に穿孔残存1

外面体部ハケの後タタキロ頚部縦
ハケ。端面横ナデ内而口縁端部強
い横ナデ

外面体部櫛描列点文、横線文。頚部
縦ハケ。内面休部に指オサエ。口縁
部ナデ。

外面第1口緑縦、斜ハケを煎れる。
第2ロ縁斜めハケを煎れた後、ハケ
状工兵による刻目文を廻らす。内而
鋪1口緑は棚ハケ､館2口縁はｰヂ。

外面に凹線3条（4条かか

外面斜めハケ内而ナデ

外面に凹線。内而指オ･ﾘ､エ、ハケ

外而体部から口繰部にかけて斜めハ
ケ端部を横ナデ。口緑郁内而ハケ
目、指オサエが残る

外而ハケ。内面ナデ

外面ハケ。内面ナデ

外面綴斜めハケを重ねる蝿面横一
ケの後上下蝋にキザミを過らす’た
而横ハウ

館1口総内面と鋪2口緑外illに波抄
文。端部外而にキザミー

縮1口縁内面と鋪2口縁外面鋸歯文簡
(山形文？

外面第1ロ縁鞭、斜めハケ第2に
縁斜めハケ内面横ハケ

外面斜めハケ。内而仙ハケ

外面第1口縁斜めハケ

外面体部ハケの後櫛描き列点文、樋

描直線文。口頚部ハケ。内而体部指
ナデ、指オサエ。口頚部柵ハケ。蕊
2口綴ナデ。

外而縦ハケ内面横ハケ

外面口縁部斜め

目を運
1口紺

らす。屑

ハケの
部に列
後、蝋郁に刻
点文。内面第

に櫛状工具による山形文。

第1口緑内面横ハケー

外面に斜ハケを砿ね口縁端部に刻［
を過らす。内面強い横ハケ

色調／胎土／焼成

色調言にぷい赤樋色lOYR6/4
胎土：15mm角までの石粒を含む
焼成：良好

色調：浅伐色7‘5YR8/3

胎土：15mm角までの石粒を含む
焼成：良好

色潤み灰白色lOYR8/:
胎土：15mm角までの石粒を含む
焼成：良好

色濁：灰白色l0YR8／
胎土：2mm角までの石粒を含も
焼成：良好

色調；明褐灰色7.5YR7ノ

～褐灰色7‘5YR4／
胎土81mm角の石粒を多く含む
焼成：良好

郁
土
圃

色
胎
焼

色部

胎ゴ
焼、

色調：にぶい椴色7.5YR7／

胎土：微石粒を含む｡まれに1.5mr
角の石淵

焼成：良好

色詞

胎寺
焼圃

色寓：灰白色7.5YR8/1
～褐灰色7.5YR4ノ

胎土51mm角までの石粒を多く含t
焼成：良贋

色調：極色7.5YR7（
～明掲灰色7,5YR7／

胎土：1mm鮒までの石粒を含t
焼成：良恥

色師
胎ゴ

焼剛

色ヨ

胎：
焼、

色骨

胎ゴ
焼li

色鯛；灰白色7,5YR8/1
～灰褐色7.5YR5/2

胎土：1mm角までの石粒を含t
焼成：良好

色調言灰白色7.5YR8/I
胎土：1mm角までの石粒を含t
焼成：良＃

親
劉
瞬
Ｉ
‐
‐
‐
』
ｈ
肌

色
胎
焼

:灰白色
～黒禍f
：15mm

：良好
粒を含1

覗
月
Ｆ
１
『
一
ｒ
【
Ｈ

色
胎
焼

色調：黒褐色5YR2/2

胎土：1mm角までの石粒を多く含｛
焼成舎良闇

色調：灰白色lOYR8/l～7/l

胎土：1mm角までの石粒を多く含む
焼成：良好

色潤：灰褐色7’5YR6／
胎土：lsmm伽までの石粒を多く含｛

焼成：良騎

色調：灰褐色75YR6／
～黒色7‘5YR1〃.

胎土21mm角までの石粒を含む
焼成：良斑

色調：灰白色lOYR8』

胎土：1.5mm刈までの石粒を含｛
焼成：良斑

色調g黒褐色7.5YR3'
胎土：1mm角まで石粒を含む

焼成：良斑

淡栂色5YR8/‘
:1mm角の石粒を含唾
:良好

:明褐灰色75YR7〃

:1mm角までの石粒を含！
;良好

灰白色7f
睡
獅
“

Ｐ
Ｆ
卜
け

75YR4/］

れに

粒を含ず写

:灰白色7.5YR8/2
～灰褐色75YR6/2
:1mmﾒ11までの石粒；
:良好

多く含む

粒を含む

備弓

口縁部1ノ

ロ縁部1/8
～体部若干

口縁部1/2
～体部若干

口緑部1炎

～体肩部l筏

口縁部1/：

～頚部

口縁部1/8

ロ縁部若干

口縁部若干

口縁部3/4
~体部l/3

底部4/5

～体聞

底部l/2弱

底部完存
53㈹4と同一

体孟

口緑部若干

ロ縁部1／I

口縁部のみ若干

口織部1ﾉﾐ

口縁部1/モ

ロ縁部1/：

～体&

口縁部若引

口縁部l／
～肩部l/イ

ロ縁部1/：

ロ縁部若司

口緑部1/”

口縁部1ハ
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色閣：灰白色10YR8/2
～鼎褐色llOYR2/2

胎土:hnni角までの石粒を含二
焼成：良好

口縁部～休部
かけて若干

5脳

天井部完

口珪；19,6cm
残存商：45cm

2厨 口緑部1，

色澗；灰白色7,5YR8/l

胎土：1mm火までの石粒を多く含＃
焼成：良好

口径；7.4cm
残存商：11.0cIY

口緑部（完）
～体刑部

6胴

外面第2ロ縁列点文。頚部に櫛描閲
線文か。

口径2253cm
硯存商：3.6cm

5a青灰
色

内面第1口縁強いナデ．

口径牙27.0cm
残存高：4.9cm

SD5302 口縁部lノ

－30－

実測番号
挿図
写真図版

5302

図1モ

図版十三

53026

図16

図版十六

5302

図1（

図版十六

53026

図16

図版十六

5302」

図1〔

図版十六

5303［

図16
図版十六

53031

図16
図版十七

53032

図16

図版十七

5303e

図16

図版十三

53034

図16

図版十七

53035

図16

図版十｛

53036

図17

図版十七

53037

図17

図版十I

53032

図17

図版十七

53039

図17

図版十七

5304C

図17

図版十七

5304．

図16

図版十三

53042

図17

図版十・

53043

図17

図版十・

53044

図17
図版十I

53045

図17

図版十ノ

53046

図17

図版十ノ

53047

図17

図版十ノ

53048

図17

図版十ノ

器霜

高期

高均

高剣

浅似

罰

TA

(I

Tノ

Ii

TA

(I

TA

I

TA

(1:

TA

TA

Tハ

(I

TA

(1)

TA

I

TA

(I

TA

TA

TA

TA

TA

i

TA

i

TA

(1)

TA

TA

TA

TA

(i:】

TA

I

TA

遺桶

SD530

SD530

SD530

SD530

SD530

SD530

SD530

SD530

SD530

SD530

SD530

SD530

SD530

SD5301

SD530

SD5301

SD530

SD5301

SD5301

SD530j

SD5301

SD530I

SD530：

層位

1ル国

12牌

11ハ

11強

11鼎

11,§。

7X

11皇

3冊

11層

11層

･5a青
灰色．
2c

2層

麺

2詩

1層

オ
ジ
ａ
ン
４
レ

5a青灰
色

法日

口径；220cI

残存高：320cn

口径：18.0Cl

我存商：10‘3c、

口径：16.0Cl

残存高：7.8cm

口径：不'1
残存高：45cm

口径：不！
残存高：型c、

口径：不'1

残存高：3.8cm

口径：28,lcn

我存向：5.6cm

口径＃27,6c【

烈存商：6,2“】

脚底径：l‘1.0cI
残存高：13.lcr

口径：鋤8cm

残存高：a6cr

口径：不I
残祁商：3.9cr

口径：213α
残存商認c、

口極15.2cn

残存商；7.6c『

口佳：18.Ocr

残存商：3.5c『

口怪：17.0c『

雛存商：2．1“

天井径：45cI
烈存商：22“

口径：2Mcm

残存商：4.9cm

口径：14.伽、

残存商2.7cm

口径：173cm
残存商：27cm

形態的特徴

上服部が張る休部から第1口縁
が級やかに外反し第2口縁を外
傾気味に立ち上げる些

級やかに外反する鋪1口緑から
外傾気味に錐2口縁を立ち上げ

級やかに外反する口縁端部をつ
まみあげ外側に外傾する面を作

大きく外反した第1口緑から垂
直に第2ロ縁を立ち上げるデ

鯖1口緑から垂直に第2口縁を
立ち上げる。

｢く」の字状に外反して蝋部は
内慨する凹而。

水平な口緑の蝋部を垂下きせ
る。椀部の先端には内傾して立
ち上がる凸怖を廻らす‐

臆線的にI"lく坪部から口縁部が
水平に伸び蝋部は下方につまみ
出す｡坪先蝋部に凸帯を廻らす。

｢ハ」の字状に側く脚部。裾端
部は内外にやや肥厚し外傾する
面をな-さ-‐

口縁部短<緩やかに外反して甥
部はほぼ垂直に面をなす

内海する休部の蝋部が内外に肥
厚し（外而に折り返しか）水平
な面を作る

級やかに外反し端部は内外にや
や画蹴し、内傾する而をなす。

大きく外反し端部は内外に肥厚
して迩砿に而をなす“

大きく外反して端部は垂直な面
をなす。

外反する口織部の端部を内側に
つまみ出し、ほぼ垂直な而をな
す。

腹部大きく膨らむ。ロ維部は細い
頚部から逆ハの字状に開き鶏部で
角慶を変え内傾して立ち上がる。
頚部に断面三角形の貼付凸舗

外反する第1口緑から内湾気味
に鮒2口縁を立ち上げる。蝋部
は水平な而。

級やかに外反するロ縁をほぼ垂
匝に立ち上げる。端部は水平な
面。

口頚部は外上方にまつすぐに伸
ぴ端部はほぼ水平な而をなす鼠

外反する鋪1口緑から内傾気§
に第2ロ緑を立ち上げる。

外反する鋪1口縁から内傾す〃
第2口縁を立ち上げる言

外反する跡1口縁から内甑す＃
鋪2口緑を立ち上げる。

級やかに外反する鋪1口縁か＃
内傾して鋪2口縁を立ち上↓

手法的特徴

外面に斜ハケを唾ね、肝部に櫛状工
具による直線文を入れる内而ロ頚H1
横ハケ｡体部板目状工具によるナデ‘

外面口縁部斜めハケ。口頚部、体淵

縦、斜めハケ。休部櫛横線文。内価
口縁部描ハケおよびナデ。休部指ナ
デ、指オサニ‘

外面体部ハケの後、櫛描列点文、樹
描直線文。口縁部斜めハケ。内而ｲ4
部指ナデ､指オサエ。口頚部横ハケ‘

外面第1口緑縦、斜ハケを重ねる‘
第2口縁斜めハケ内而横ハケの椴
第1口縁嬬に列点文‘

外面第1口縁縦､斜めハケを亜ねる‘
第2ロ縁斜めハケの後櫛状工具で劇
歯文を施す。内而横ハケ及びなで”

外面頚部にハケ目が残る

椀部外而縦ハケ．

外而坪部縦ハケ‘

円盤充填法｡内面脚柱部にシボリ換‘

口縁部内而横ハウ

外面頚部と端面に列点文。内面口維

部に列点文‘

内面ロ縁端部強いナデ

外面頚部と端而に列点文。内而口罫’
部揃ハケの後端部に列点文，

鎧部外面に列点文。内面に列点文
波状文。

外面ハケ。内面ナデ

外面ハケ目調整後櫛描匝線文、櫛描
列点文、斜格子文、波状文を施す。
内面ナデ。

館2口縁外面に凹線

口緑部外而に凹線5条。

外面口縁部端部に横ナデ。体部に櫛
描直線文、列点文、波状文。内而柑
ナデ､指オサエ。接合痕がよく碗る。

外面第1口緑凝ハケ。内面第1ロル
横ハケ。

第2口緑外面に斜ハケ．上半部に強：
いナデ｡大l口縁内面細かい描ハケ｡：

色調／胎土／焼成

色鯛；灰白色妬YR8/2～黒褐色
7,5YR1.7/1外面スス付謝

胎土:linm角までの石粒を含む
焼成；良＃

色胸:洩我柾色7.5YR8/；
～無色風5YR2/I

胎土81.5mm角までの石粒を多く含t
焼成：良＃

色鯛：灰褐色7.5YR6/：
～鼎色7.5YR2/：

胎土'l.Smin角までの石粒を含｛
焼成：良好

色W
胎ゴ
焼吋

色飼：灰白色雨YR8/：

胎土：1mm角の石粒を多く含t
焼成：良‘

色嗣：（内）灰白色酒YR8/2
(外）黒褐色Z5YR3/｣

胎土：1mm角までの石粒を少武含を
焼成；良§

色澗E洩枇柾色lOYR8/；

胎土：1.5mm角までの石粒を少し含t
焼成；良f

色訓：灰白色lOYR8/I

胎土:1.5mm角までの石粒を含｛
焼成：良f

色澗：柾色25YR7/8
胎土g2mm角の石粒を含
焼成：良好

<含む

色欄；淡柾色5YR8/3

胎土：微石粒を含む。まれに大粒写
1石粒を含t

焼成：良岱

色，
胎ゴ
焼側

焼伽

R8/4

での石粒を少し含む

色、

胎ゴ
焼Ij

色、

胎ゴ
焼測

色、
胎ゴ
焼側

8/l

大の石粒を含｛

色澗：柾色5YR7/6

胎土：1.5mm大までの石粒を含む
焼成：良好

色澗：洩黄柾色75YR8/3
胎土linm大までの石粒を少し含む
焼成：良好

色隅：灰白色7.5YR8/1～黒褐色
尻5YR3/1

胎土:1mm大の石粒を多く含む
焼成：良好

色調：灰白色l0YR8/2－黒色
l0YR1､7/1

胎土：1mm角までの石粒を多く含むi
焼成：良好

色詞
Ⅵ5YF

胎土
焼成

I

色閥8灰褐色5YR6/2
胎土2微石粒を含む
焼成：良好

にぶい柾色7.5YR7/：
L5mm角までの石粒を含t

良§

灰白色7.5YR8／

ITimm大までの石粒を含｛
良班

明褐灰色7.5YR7/』
～鼎褐色17．5YR2／
1mm角までの石粒を含t

i“

:褐灰色l0YR4/1
:1mm犬までの石粒を含j
:良好

I

灰白色75YR8/2～黒褐、
/1

1mm大の石粒を含む
良好

備考

底部欠訓

口縁部1忽零‘

～休部l/l’

口縁部1/2

~体部若子

ロ緑部若引

口縁部若引

口織部若干

口緑部l/〔

坪部l/5

坪部欠拙

口縁部若予

口縁部1/5
～頚部若干

口縁部3劇
~体部若引

口織部l/12
～頚部若干

口縁部l/3弱

口緑部1/2
～体部l/2

口縁部l/8

口縁部1/3
～頚部若干

口縁部1ノ

口縁部l/5



表7出十十器観察表（第53次調査：

形態的特徴

石製品(53001s～53004s)

出土した石製品について､実測したもの4点を図示したo53001s～53003sは溝状遺構から出土した

53002s・53003sは打製石雛、53001sは磨製石剣の切っ先、破損品である。53004sは遺構検出時に送

構面から採取された石斧である。

表8出土石製品観察表（第53次調査、
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実測番号
挿図
写真図H

53049

図17

図版十ﾉ1

53050

図17

図版十八

53051

図17
図版十ノ

53052

図17
図版十ノ

53053

図17

図版十八

53054

図17

図版十七

53055

図17

図版十ハ

53056

図17

図版十ノ

53057

図17

図版十戸

53058

図17
図版十ノ

53059

図17

図版十ﾉI

器種

高坪

浅鉢

隅査区

Tj

(I

'1,／

I

T』吾！

1

TA

1

TA

(I)

Tノ

I

Tノ

1

TA

1

T§

I

Tj

(I

'rA

(I)

遺柳

SD5202

SD5202

SD5202

SD5202

SD5202

SD5202

SD5302

SD5303

SD530f

SD530f

SD5303

層位

5届

5a背I

5層

5届

5脳

5a青

掘
娃

腐植二
暦

3a通

3a届
2a届

法量

口径21.0CIT

残存商5,0CIT

口篭：21.6m

碓存商：4.7c、

口径：16．0c、

残存高：45c、

底径：5.0cm

残存高23．8cm

底径：5.0cm

残存商：35cm

脚底径：130cm
残存応l劉c、

口荏：”､0cm
磯存痴6.5cm

口径820.()cnl

残存商：6.1m1

口径：9.0℃、
残存高：63cm

口径↑6.8Gm

残存府：45cnl

口従；29.0m
碗存高3.8cm

緩やかに外反した鋪1口緑か‘
内傾する第2ロ縁を立ち上I

外反する鋪1口緑やや外傾気ロ
に第2口緑を立ち上げ恩

外反した第1口緑から滴IMI気隊
に第2口縁を立ち上げを

平；

平I

円筒形の脚往部から裾郁が｢ハ
の字状に開く摺部は内外に：
蝉し外傾する凹面を作る

口縁部緩やかに屈曲し端部は
や外傾気味の而をなで一

外反気味の第1ロ縁から肥厚’
てやや内傾する第2口縁を立1

上げる。端部は水平な面。

口縁部やや外上方に伸び蝋部I
ほぼ水平な面

外上方に伸びる鋪1口緑から「
湾気味に第2口橡を立ち上I
Ｅ
ワ
。

大きく外反する節1口緑から》
や内噸する第2口縁を立ち上↓
る。端部は内甑する而。

手法的特徴

第2口縁外面斜めハケ。内而ナデ。

外面第2口緑に列点文（？）頚部に
櫛描直線文。内而第1ロ緑横ハケデ

外面第2口縁に斜ハケ頚部に列室
文と思われる。内而舘1口縁に列点
文。

外面ハケ。内面ナデ

外而ハケ。内而ナデ、ケズリ‘．

外面ハケ目の後すそ靖部に沈線を唾
らす。内面ナデシポリ猟

外面鋪1口縁縦ハケ、柵ハケ。第2
ロ緑斜めハケの後ナデ。内面輔l匡
縁縦、斜めハケ。鯖2口縁斜めハウ
及び指ナデ。

外面口縁靖部に強い柵ナデの後1条
の沈線。体部にハケ目が見られるｰ
内面指オサエ、ナデ

外面に波状文か。内而揃オサエ、ナ
デ。

内面第1口縁蝋部に櫛描列点文を廻
らす．

色鯛／胎土／焼成

色調：明細灰色75YR7/2～黒2
7.5YR1.7/l

胎土：1mm大の石粒を含む
焼成：良好

色調t灰細色7.5YR6/：
胎土：1mmﾒ11までの石粒を含む

焼成：良卿

色潤：灰白色l()YR7／
胎土：1mm伽までの石粒を含む

焼成：良好

色調：明褐灰色5YR7/2

～黙拙色5YR2／

胎土：1mm大の石粒を含む
焼成：良打

熟
ｊ
剛

色
胎
焼

色調：明褐灰色5YR7/2
胎土：まれに大粒の石粒を含t
焼成：良噌

色調：淡投色5YR8/4

胎土：lmm大までの石粒を合を
焼成：良卿

色鯛：灰白色lOYR8／
胎土：1mm角までの石粒を含t
焼成2良蔦

色調：柾色5YR6/6

～にぶい批樋色10YR7/：
胎土；15mm鮒までの石粒を含t
焼成：良岱

色潤g灰白色lOYR7／
胎土91mm伽までの石粒を含を
焼成：良＃

色調；照褐色l()YR3／
胎土：1.5mm伽までの石粒を含t

焼成：良唾

:明禍灰色7.5YR7ノ

～肌色7/5YR2／

:1mm大の石粒を念：
良萎

備謝

口緑部l/8掌

口縁部1/8

～頚部苦干

口縁部l／

~頚闇

底部完存

底部完存

脚裾部1

～脚住部l/2

口縁部】/6
～休部若引

ロ緑部若予

口頚部1編

口頚部l/7

口緑部のみ1/8

実測番号
挿図
写真図筋

53001s

図18
図版十匹

53002s

図18

図版十四

53003s

図18
図版＋ロ

53004s

図18
図版十三

器瑚

踊製石‘

打製石働

打製石捌

塵製石1

調査区

TA（I

TA（I

'rA（I

TB(

選構
SD520I

SD52(）

SD520

遺構面

廟垂

2脳

4.5脳

上而

石材

頁号

サヌカィ

サヌカ"1

》
岬
一

32.‘

161

最大＃
(mm)

20.〔

124

弱.そ

最大屑

(mm)
重廿
(9

4.1.

3．11

2．15

54且患

備考

両側縁を鋭利に研ぎだした噛製石剣の切っ先部分

平基式打製石錐。

‐

炎而には自然面を残した両刃石斧で、外湾する刃部を研ぎだし
岡閲縁には蔽打痕を多数強している



鋲釧俄
マク．53001S

蝋I患
<Z2>53002S

馴籍
″ 53003S

必
53004S

L －型10cm

図19第53次調査出土遺物実測図

(8)小結

第53次調査では、集落の東側の環濠周回位置と埋没時期の把握を主要目的にしていたが、予想ど

おりに調査区を縦断する状態で3条の環濠が検出された。3条の環濠については、それぞれ土層観察

ベルトを設け堆積状態と遺物出土状況の把握を行なった。その結果、最も内側に位置するSD5301に

ついては、環濠開削後かなり長期間におよんで水が張られている「水濠」の様子がうかがえ、その後、

少なくとも2度、環濠内を水が流れ土砂が運ばれたことと、周辺からの崩落土の堆積を確認した。崩

落土の解釈については、明言しえないが、環濠の内側に土塁が存在する可能′性を指摘した。環濠の存

続時期については､出土土器の観察から最も古い様相を示すものが､SD5301の下層から出土している。

その時期は、近江に凹線文の土器製作技法が入ってくる直前のもので近畿第Ⅳ様式の初頭に位置づけ

られる。SD5302については、在地系の受口状口縁尭の製作手法上、新相に位置づけられるものが

SD5301よりも比較的に増えており、SD5303については、その傾向がさらに顕著のように認められた。

SD5301は、出土した土器の様相から集落域をとり囲む他地点の第1環濠（内濠）と、時期的に類似

する埋没の経過を経たものと考えられる。また、一部を断ち割りし、土層を観察した結果、環濠埋没

土中には、土器や木製品をはじめ動物、植物、昆虫など自然遺体を大量に包含する土層が確認された。

これらの遺構・遺物は下之郷遺跡の誕生から衰退にかけての歴史的変遷を明らかにするうえで、また

弥生時代の環境や生業復原を進めるうえでは重要な位置を占めるものと考えられる。
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3．第54次調査の成果

（1）調査地守山市下之郷三丁目

字皆広643-1番地

（2）調査期間平成15年12月16日

～16年2月25日

（3）調査面積約400㎡

（4）担当者川畑和弘

（5）調査経緯と方法

第54次の調査は、環濠集落の南西側に位置し、

環濠が周回していることが予測される場所である。

下之郷遺跡の史跡指定は3条の環濠が周回する範囲

を基本としている。近年、この近辺で開発にかかる

協議が増加しているため、遺構保護と指定に向けた

重要遺跡範囲確認調査を実施することとした。調査

期間は、隣接する土地（53次調査：字皆広643-1番

地）の調査と並行して進めるように行った。遺構検

出には､表層土(耕土）の除去に重機（バックフォー

0.4㎡）を利用し、その後、人力による遺構面精査

を行った。遺構が検出されるのは、表土より約30

cm下に位置するする黄灰色極細砂質シルト土をベー

スとした土層上面である。

遺構調査は､表土除去し遺構を平面で検出した後、

溝の一部を断ち割り、断面観察で溝の埋没状態を観

察した後に、写真撮影、平板測量（1/50縮尺）の

平面図を作成し、その後､埋め戻し旧状（地下保存＞

に還した。

（6）検出遺構

遺構検出は、現耕作土の直下約30cmにある黄灰

色極細砂質シルト土の上面で行なった。遺構の種類

では溝状遺構が検出されたが、環濠の内部空間で見

られるような柱穴の密集状況は確認されなかった。
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10m

図20第54次調査全体図



SD5401

SD5401は、調査区南辺中位から北西隅に向けて検出された溝で幅約2m、深さ約60cmを測る。

断面形状は逆台形状を呈している。隣の調査地で検出された溝(SD5303)に寄り添うように、その外

側約5mの位置を並走するように掘られている。また、3本の小溝（SD5402.5404.5405）が枝溝の

ように延びてSD5403(=SD5303)に取り付いている。溝を埋めている土砂は中位までがシルト質土で、

それより下の溝底には砂質土が堆積しており、流水によりこれらの砂が運ばれてきたものと判断され、

集落を取り巻く3条の環濠の堆積状態とは全く異質な状況である。

1a

まじりシルト

灰オリーブ7.5Y6/2シルト質極畑砂
灰色5Y6/1シルト質極細砂

褐灰色10YR6/1極細砂まじりシルト

昭灰黄色2.5Y5/2極細砂まじりシルト

（地山ブロック粒を含む）

鋤
３
４
釦

6．黄灰色2.5Y5/1織砂まじり極細砂
7．黄灰色2.5Y5/1シルトまじり極細砂

8．灰色10Y5/1細砂

9b、灰色10Y6/1細砂まじり極細砂
10．浅黄色2.5Y7/3帖質シルト

10m0

図21第54次調査検出遺構断面図

SD5402

SD5401からSD5403に向けて掘られた小溝で幅約SOcm程度を測る。未掘削であるため、断面形状

や深さは不明である。検出面での色調土質は、褐色系のシルト質土である。

SD5403(第3環濠）

調査区北辺の東隅で検出された溝の南岸で、対岸は隣地の第53次調査地で検出されている。幅は、

約5m、深さは1.4mを測る。集落を取り囲む3条環濠の最も外側の溝にあたるものである。検出面

での色調土質は、褐色系のシルト質土である。

SD5404

SD5401からSD5403に向けて掘られた溝で、幅約150cmを測る。未掘削であるため、断面形状や

深さは不明である。

SD5405

SD5401からSD5403に向けて掘られた溝で、幅約60cmを測る。未掘削であるため、断面形状や深

さは不明である。

SD5406

SD5401から集落外方向（南西）に向けて掘られた小溝で、幅約50cm、深さ20cm程度、断面形状

は緩やかなU字形をしている。

－34－



(7)出土遺物

今回の調査では、掘削調査をほとんど行なっていないため、検出面や一部遺術の断ち割り部分から

若干の遺物が出土したのみである。

石製品(54001s)

出土した石製品について、実測したものl点を図示した。遺構検出時に遺構面から採取されたもα

である。54001sは打製石錐である。

実測番号
挿図
写真図肺

54001s

図21
図版十四

器種

打製石醐

表9出土石製品観察表（第54次調査

調査区 逓構

TB（I 過柵『

層個 石材
最大長

(mm)

329

患i鶴
図22第54次調査出土遺物実測図

最大桶
(mm)

24綴7

最大厚
(mm)

重日

(9
備考

(8)小結

今回の調査地からは、集落を取り巻く3条環濠のうち一番外側の環濠の一部と、さらにその外側に

掘られた溝(SD5401)が1条検出された。この溝(SD5401)は、『報告書Ⅱj第33次調査で報告し

たSD-4と内容が合致しており、この溝が流下して第33次地点のSD-4に繋がるものと考えられる:：

第33次の報告文では、SD-4は、SD-3とセット関係にあり、環濠への取水溝であり、水位調整用の猛

割を果たしていたことを記したが、今回の調査で検出したSD5401についても、この解釈の枠内で考

えられるものと判断している。
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